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人口50，263

　男25，948

　女26，505
世帯敷　　9，658

市民税（第1期）
国民健康保険料第2期

　納期6月30日

市
民
所
得
推
計
ま
と
ま
る
”

所
得
額
は
6
5
億
円
の
大
台
に

昭
3
1
ー
昭
3
6
高
度
成
長
を
示
す

　
昭
和
三
十
六
年
の
市
民
所
得
推
計
き
た
い
と
思
い
ま
す
．
そ
れ
は
市
内

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
の
産
業
構
造
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

要
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
．
　
　
　
お
る
か
、
市
民
の
経
済
力
と
経
済
活

　
結
果
は
市
内
生
産
所
得
と
市
内
分
、
動
の
現
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
等

配
所
得
お
よ
び
市
内
個
人
所
得
の
三
を
総
合
的
に
し
か
も
合
理
的
に
把
握

面
に
つ
い
て
、
別
表
の
と
お
り
総
括
し
て
、
民
間
の
企
業
経
営
の
し
お
り

表
を
も
つ
て
お
知
ら
せ
し
、
紙
面
の
と
し
て
、
ま
た
地
方
行
政
に
⑯
け
る

都
合
で
具
体
的
な
解
説
は
不
可
能
な
各
種
経
済
計
圃
の
樹
豆
と
実
施
に
際

の
で
省
略
い
た
し
ま
す
．
　
　
　
　
　
し
て
、
そ
の
市
の
所
得
水
雌
は
も
と

　
ま
す
、
市
民
所
得
の
推
計
は
な
ん
よ
り
、
隣
接
地
域
の
所
得
格
差
を
知

の
た
め
に
あ
る
か
を
知
っ
て
い
た
だ
り
、
地
域
経
済
の
発
展
を
期
す
る
た

且市内生産所得（総括表）（単位千円）
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め
に
行
な
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
極

め
て
重
要
な
基
礎
資
料
と
さ
れ
、
そ

の
利
用
面
は
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
お

り
ま
す
。

　
次
に
、
生
産
所
得
総
額
は
、
六
十

五
億
円
の
大
台
に
達
し
た
こ
と
、
こ

れ
は
昭
和
三
十
一
年
生
産
所
得
総
額

約
二
十
八
億
円
（
旧
水
沢
村
を
含
ま

す
）
の
数
値
を
五
年
間
の
期
間
の
物

価
変
動
を
除
去
し
た
実
質
額
で
み
て

も
、
二
・
五
倍
の
高
度
成
長
を
示
し

て
お
り
、
旺
盛
な
民
間
設
備
投
資
お

よ
び
公
共
投
資
と
と
も
に
堅
実
な
消

　
　
　
ヨ
一
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監
●
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璽
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扇
霊

｝
費
需
要
を
背
景
と
し
て
い
る
こ
と

一
と
・
嚢
嚢
の
約
七
＋
七
％
を

示
し
て
お
る
本
市
特
有
の
織
物
産
業

『
が
大
き
く
ウ
エ
イ
ト
を
示
し
て
い
る

覇
一
次
産
業
の
っ
よ
み
で
あ
り
ま

　
又
、
昭
和
三
†
一
年
と
今
回
の
生

産
所
得
の
構
成
比
の
変
せ
ん
を
総
括

一一
的
に
み
る
と
、
第
一
次
で
二
．
三
％

…
減
、
第
二
次
殆
ん
で
変
ら
す
、
第
三

一
次
が
二
・
三
％
の
増
を
示
し
て
お

一
り
、
こ
の
傾
同
は
「
産
業
の
高
度
化

「・
に
移
行
す
る
十
日
町
市
の
好
ま
し
い

姿
と
も
言
う
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
な

お
、
市
民
一
人
当
り
の
分
配
所
得
十

一
額
罐
駅
鞘
望
献
墾

【
廻
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

心一
　
資
料
不
足
と
、
短
期
間
に
推
計
を

｝｝
行
な
っ
た
た
め
多
少
精
度
を
欠
く
う

市民分配所得（総括表）（単位千円）2
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市民個人所得（総括表）（単位千円）3

ら
み
が
あ
る
が
、
な
お
、
精
度
向
上

冒
の
た
め
碁
礎
資
料
の
整
備
に
努
め
な

け
れ
ぱ
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
．

項　　　目 所得額 構成比 対31年比

1総　　　　　額 5，443，213 且00・O％ 185．6％

2勤労所得 2，302，393 42．3 177．73個人業主所得 2，309，336 42．4 185．3
4個人賃貸料所得 503127 0．9 93．8

5個人利子所得 353，283 6．5 300．0

6個人配当所得 ！55，676 2．9 574．9

7振　替　所　得 272，398 5．0 141．8

　
方
へ
勾
配
が
四
分
の
一
の
範
囲
で

　
制
限
を
受
け
ま
す
。
　
（
四
〇
米
以

　上の

高
い
も
の
が
あ
っ
て
は
い
け

な
い
）

⑦
そ
の
他
周
囲
に
一
ヵ
所
以
上
の
不

　
時
着
用
空
地
か
あ
り
病
院
、
高
校

　
な
ど
文
教
地
区
は
避
け
な
け
れ
ば

　
い
け
な
い
。

⑧
そ
の
他
の
施
設

　
ボ
ー
ト
ビ
ル
肛
待
合
室
、
享
務
室

　
駐
車
場
皿
自
動
車
駐
車
場
等
が
造

ら
れ
ま
す
。

右
の
よ
う
な
立
地
条
件
を
具
備
し
な

け
れ
ぱ
な
ら
な
い
と
こ
ろ
か
ら
選
定

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
又
用
地
の
収

」
　
、

松
井
さ
ん
を
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
育
長
退

　
十
日
町
市
の
教
育
長
と
し
て
永
年

市
の
教
育
振
興
に
献
身
し
た
松
井
秀

治
氏
（
七
一
）
が
、
こ
の
た
び
私
事
の
都

合
に
よ
り
、
五
月
三
十
一
日
付
を
も

っ
て
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

　
松
井
さ
ん
は
昭
和
十
七
年
か
ら
十
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島
地
内
に
選
定

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
リ
ポ
ー
ト
予
定
地

　
日
本
中
距
離
航
空
株
式
会
社
に
よ

る
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
空
輸
の
十
日
町
基

地
（
ヘ
リ
ボ
ー
ト
）
に
つ
い
て
は
そ
の

後
、
同
社
高
松
開
発
次
長
が
来
市
地

元
関
係
者
と
話
合
い
の
結
果
、
基
地

の
選
定
に
つ
い
て
上
水
道
ボ
ン
ブ
場

ウ
ラ
の
通
称
下
島
地
内
が
適
地
と
さ

れ
十
R
町
土
地
改
良
区
の
協
力
に
よ

り
約
五
千
坪
が
用
地
予
定
地
と
し
て

決
定
．
さ
れ
ま
し
た
．

　
ヘ
リ
ボ
ー
ト
設
置
の
条
件
は
航
空

法
規
に
従
っ
て
設
置
さ
れ
る
も
の
で
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」孝
航
空
輸
送
に
か
な
っ
た
立
地
条
件
が

な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
の
で
非
常
に

面
倒
で
あ
り
ま
す
。

　
ヘ
リ
コ
ブ
タ
ー
の
離
蒼
場
で
あ
る

ヘ
リ
ボ
ー
ト
に
は
A
B
C
D
級
と
四

段
階
あ
り
当
十
日
町
の
ヘ
リ
ボ
ー
ト

は
B
級
で
図
示
の
と
お
り
の
規
模
の

も
の
で
す
。
基
地
の
要
件
は
次
の
と

お
り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

①
滑
走
路
舐
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
実
際

　
に
離
着
陸
す
る
場
所
。
こ
の
部
分

　
に
は
荷
重
に
耐
え
彷
る
舗
装
が
な

　
さ
れ
る
。

②
着
陸
帯
盟
滑
走
路
を
補
助
す
る
も

一
　
の
で
、
こ
の
部
分
は
整
地
芝
植
さ

一
れ
る
．

一
③
誘
露
π
ヘ
リ
コ
プ
タ
璽
を
滑
走

一
　
路
に
誘
導
す
る
路
．
こ
の
部
分
は

蕊
装
し
な
い
．

ロ

一
④
進
入
表
面
∬
離
着
陸
の
方
向
の
空

一
　
間
で
B
級
に
あ
っ
て
は
前
方
一
、

　

一
　
〇
〇
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、
勾
配
が
一
〇
分
の
一

｝　
の
範
囲
で
制
限
を
受
け
ま
す
（
前

　
方
一
〇
〇
米
で
一
〇
米
以
上
の

　
高
い
も
の
が
あ
っ
て
は
い
け
な

▽一⑤水
平
表
．
面
旺
ヘ
リ
ボ
ー
ト
の
中
心

　
よ
り
垂
直
上
方
四
五
米
の
高
さ
の

一一
空
間
に
B
級
で
は
半
径
四
。
。
米

［
　
の
円
周
部
分
内
に
四
五
米
以
上
の

｝
⑥
繁
講
灘
聾

所
得
割
の
減
額
、
還
付

　
　
　
　
　
　
3
7
年
度
分
県
民
税

　
所
得
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
昭
和
三
十
七
年
度
法
律
第
四
四

号
）
附
則
第
二
二
条
の
規
定
に
よ
り

昭
和
三
十
七
年
度
分
の
道
府
県
民
税
．

に
限
り
、
昭
和
三
十
六
年
分
の
所
得
｝

税
に
つ
い
て
、
課
税
総
所
得
金
額
課
皿

税
山
林
退
職
所
得
金
額
（
総
収
入
㌧

必
要
経
費
－
各
種
所
得
控
除
H
課
税
㎜

所
得
金
額
）
が
あ
っ
た
者
で
、
昭
和
．

三
十
七
年
度
分
所
得
税
で
ヒ
記
課
税
一

所
得
金
額
が
な
く
な
っ
た
者
に
つ
い

て
、
所
得
税
と
県
民
税
の
法
律
改
正

に
よ
る
負
担
の
調
整
を
図
る
た
め
の
一

処
置
と
し
て
、
昭
和
三
十
六
年
度
分

課
税
所
得
金
額
に
県
民
税
の
改
正
前

の
税
率
と
改
正
に
よ
る
税
率
を
乗
じ

そ
の
差
額
を
減
額
及
び
還
付
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
該
当
者
は

六
月
三
〇
同
ま
で
に
申
請
の
手
続
き

を
し
て
下
さ
い
。
　
（
申
請
書
は
税
務

課
に
備
え
つ
け
て
あ
り
ま
す
）

　
た
だ
し
、
昭
和
三
十
七
年
度
の
道

府
県
民
税
の
所
得
割
を
納
付
し
た
市

町
村
長
に
対
し
て
田
請
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
0
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ

い
．

一得に
あ
た
っ
て
は
十
日
酊
ヘ
リ
ボ
ー

ト
利
用
組
合
が
設
立
さ
れ
十
日
町
土

蔑
良
区
毒
の
結
書
区
の

一
協
力
に
よ
り
決
定
し
ま
し
た
の
で
目

課
定
の
手
響
す
あ
て
お
り
ま

｝
す
・

　
既
報
の
と
お
り
十
日
町
ヘ
リ
ボ
ー

層
ト
が
本
年
中
建
設
さ
れ
ま
す
と
東
京

「
＋
爵
・
吉
町
～
新
潟
・
吉

躯
長
醤
の
醗
が
可
能
と
奮

蓼
・
　
こ
の
日
本
中
距
離
航
空
株
式
会
杜

『
に
よ
る
空
輸
事
業
が
開
姶
さ
れ
る
こ

と
は
†
日
町
に
と
っ
て
交
通
亭
情
に

一
画
期
的
前
進
と
な
る
も
の
で
あ
り
又

一
雫
舞
琵
と
し
て
も
そ
の
利
用

一
は
大
き
く
十
臼
町
市
の
産
業
経
済
面

皿
に
飛
躍
的
期
待
が
か
け
ら
れ
て
お
り

㎜
ま
す
．

事
業
所
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
〃
“

調
査
期
日
は
七
月
一
日
現
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
調
査
に
ご
協
力
を

　
七
月
一
日
現
在
を
期
し
て
全
国
一

斉
に
亭
業
所
続
計
調
査
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
統
計
調
査
と
し
て
．

三
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
日

本
国
中
の
す
べ
て
の
事
業
所
の
状
況

を
調
査
し
て
、
そ
の
結
果
を
産
業
別

規
模
別
、
地
域
別
等
の
統
計
表
と
し

て
行
政
、
経
済
施
策
に
役
立
て
る
ほ
，

か
、
そ
の
他
の
統
計
調
査
の
基
礎
資

料
と
し
て
用
い
る
た
め
に
行
な
わ
れ
…

る
も
の
で
す
．

　
調
査
内
容
は
次
の
よ
う
な
事
項
で

統
計
調
査
の
主
眼
と
す
る
と
こ
ろ
は

事
業
所
を
も
れ
な
く
調
査
す
る
と
い

う
こ
と
で
あ
り
ま
す
の
で
、
市
内
各

事
業
所
に
お
き
ま
し
て
も
こ
の
調
査

の
主
旨
を
ご
理
解
さ
れ
て
、
調
査
員

が
調
査
に
参
上
い
た
し
ま
し
た
際
は

特
段
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

◇
調
査
事
項

0
事
業
所
の
名
称
②
亭
業
所
の
所

在
地
①
経
営
組
織
④
事
業
の
種
類

⑤
従
業
者
数
⑥
そ
の
他
会
社
組
織

に
つ
い
て
若
干
の
調
査
亭
項
が
あ

り
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
任

臼
町
小
学
校
長
と
し
て
十
年
、
同
二

十
七
年
か
ら
教
育
長
と
し
て
十
年
間

勤
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
市
で
は
去
る

十
三
日
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
り
、

功
績
を
讃
え
ま
し
た
．

0
8
3
富
＝
＝
3
器
置
里
8
雷
皇
『
塁
一
猛
■
璽
置
艦
■
ロ
願
8
8
2
奮
8
8
一
8
一
旨
雷
3
一
＝
一
2
＝
＝
昌
＝
1
星
謬
鵠
塁
邑
震
隅

　
　
？
l

P
T
A
研
究
会

　
　
　
　
2
2
目
公
民
舘

　
各
P
T
A
の
実
践
の
成
果
を
持
ち

ょ
り
交
流
し
あ
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

成
人
教
育
団
体
と
し
て
の
P
T
A
の

今
後
の
方
向
と
活
動
の
あ
り
か
た
を

研
究
し
よ
う
と
、
十
日
町
市
教
育
委

．
員
会
で
は
十
『
町
市
P
T
A
連
絡
協

議
会
と
タ
イ
ア
ッ
ブ
し
て
二
十
二
日

　
（
土
）
午
前
九
時
か
ら
十
日
町
市
公

，
民
舘
で
、
P
T
A
研
究
会
を
開
き
ま

す
．
　
研
究
会
は
東
票
都
立
大
学
教
授
、

三
井
為
友
先
生
の
「
P
T
A
の
問
題

点
」
と
い
う
講
演
の
あ
と
分
科
会
討

議
に
入
り

一
①
児
童
、
生
徒
の
鮫
外
生
活
指
導
に

　
つ
い
て
、
P
T
A
は
ど
の
よ
う
に

　
活
動
し
た
ら
よ
い
か
．

瓢
徒
の
進
鷺
導
に
つ
い
て
・
p

　
T
A
は
ど
の
よ
う
に
活
動
し
た
ら

　
よ
い
か
．

③
P
T
A
の
学
級
集
会
を
ど
の
よ
う

　
に
持
っ
た
ら
よ
い
か
．

④
P
T
A
の
地
域
集
会
を
ど
の
よ
う

　
に
持
っ
た
ら
よ
い
か
．

⑤
P
T
A
に
お
け
る
広
報
活
動
を
ど

一
の
よ
尋
す
め
た
ら
よ
い
か
．

一
⑥
獣
講
鞍
難
川

茄
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陥

令
書
を

』【
で
に
納
税
ト
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

更犀
人
の
県
民
税
の
納
税
嚢
税

一
書
に
記
馨
楚
雑
を
蒔
に

輩
れ
蓑
納
選
納
付

一
し
た
税
額
一
〇
〇
円
に
つ
き
一
円
に

　
　
　
　
　
　
　
　
期
限

　
昭
和
三
十
八
年
度
の
県
而
民
税
の

令
書
（
普
通
徴
収
）
が
今
月
中
旬
頃

に
配
布
さ
れ
ま
す
の
で
、
納
期
限
ま

作
　
品
　
公
　
募

　
　
　
朔
風
会
美
術
展

▽
会
場
…
…
十
日
町
商
工
会
儀
所

▽
会
期
…
…
七
月
七
日

▽
要
項

（
後

2　1
　、　　　、

3
、

油
彩
、
水
彩
、
版
画

搬
入
日
…
六
月
三
十
日
（
日
）

朔
風
会
事
務
所
に
送
付
（
持
参
）
願
い
ま
す

賞
…
朔
風
会
賞
、
メ
ー
カ
ー
賞
、
そ
の
他

　　　　　　　　　　

越＋＋美琶

路日日術
　町町ジ
新タ新ヤ

報イ聞1

社ム社ナ
　ス　　ノレ

　社

（
朔
風
会
事
務
局
住
所
）

　
　
十
日
町
市
巾
若
宮
町
　
　
　
山
　
崎
　
　
厳
方

尚
、
詳
細
は
事
務
局
に
お
問
い
合
せ
下
さ
い

一”川皿lll川”1”匹“””””1”””川il”

潮
3
3
塁
昌
5
一
8
＝
露
昌
3
9
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
昌
＝
一
一
＝
＝
＝
＝
雪
響
3
＝
器
＝
＝
3
一
昌
＝
＝
＝
＝
＝
一
器
召
3
認
一
器
3
＝
認
二
＝
塁
，
呂
＝
＝
露
謬
8

■
曜
8
慮
昌
・
器
8
8
器
謡
●
＝
雷
＝
一
＝
一
＝
8
＝
－
＝
3
＝
3
昌
一
雷
寓
一
＝
＝
雷
詔
蟹
器
富
零
＝
昌
薗
＝
雷
一
＝
＝
＝
一
＝
＝
昌
一
＝
＝
胃
一
一
薯
県
＝
雷
一
雷
＝
昌
ξ
に

配
付
内
納
入
を

納
期
前
の
月
数
を
乗
じ
て
得
た
額
の

前
納
報
償
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
の
で

ぜ
ひ
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
下
さ
い

　
な
お
徴
税
令
書
に
記
載
さ
れ
た
事

項
に
つ
い
て
、
不
明
ま
た
は
不
服
の

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
令
書
を
う
け

と
っ
た
日
か
ら
三
〇
日
以
内
に
税
務

課
に
お
申
し
出
下
さ
い
．

　
　
　
　
　
　
　
（
市
税
務
課
）
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5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
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1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耳

日主料場第第

消
防
団
活
動
資
金
特
別
興
行

催
　
十
日
町
市
消
防
団

時
　
　
六
月
二
＋
八
日
（
金
）

　
　
　
昼
午
後
一
時
　
夜
午
後
六
時

所
　
　
甫
民
体
育
舘

金
　
前
売
券
一
枚
二
五
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
（
当
日
入
場
料
　
四
〇
〇
円
）

市
川
市
蔵
一
行
三
五
名

一
部
1
、
文
楽
浄
瑠
璃
三
番
双
　
　
　
　
一
幕

2
、
伽
羅
先
代
荻
　
　
　
　
　
　
　
〃

3
、
神
霊
矢
口
の
渡
し
　
　
　
　
　
〃

4
、
勧
　
進
　
帳
　
　
　
　
　
　
　
〃

5
、
信
州
諏
訪
明
神
　
　
　
　
　
　
〃

二
部
ー
、
熊
谷
陳
座
　
　
　
　
　
　
　
　
一
幕

2
、
い
が
み
の
榴
太
　
　
　
　
　
　
一
幕

3
、
三
段
返
し

（
雪
）
　
八
百
屋
お
七
　
　
　
　
　
　
一
場

（
月
）
鬼
の
戻
り
橋
　
　
　
　
　
　
三
〃

（
花
）
狐
忠
信
　
　
　
一
〃

卸
≡
…
認
一
≡
≡
一
…
一
＝
≡
一
≡
…
≡
…
…
≡
…
…
ヨ
…
≡
…
一
…
一
…
…
一
…
≡
≡
一
…
3
…
目
5
目
一
。
…
§
一
8
3
3
ヲ

…
目
＝
書
§
署
≡
目
一
…
…
＝
≡
…
≡
…
一
≡
一
≡
§
≡
目
…
一
一
≡
…
≡
≡
目
一
≡
昌
目
≡
…
・
目
…
塵
5
3
暑

㎜
　
調
理
師
講
習
受
講
希
望
者
調
べ
　
　
　
㎜

㎜
　
つ
ぎ
の
施
設
叉
は
営
業
に
お
い
て
、
調
理
に
従
事
し
　
㎜

㎜
昭
和
三
十
三
年
十
一
月
八
日
迄
に
満
五
年
の
経
験
の
　
㎜

㎜
あ
る
者
で
調
理
師
特
別
講
習
の
受
講
希
望
者
が
あ
り
　
㎜

㎜
　
ま
し
た
ら
六
月
未
ま
で
に
報
告
し
て
下
さ
い
。
　
　
　
㎜

㎜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
日
町
保
健
所
㎜

㎜
　
調
理
師
特
別
講
習
受
講
資
格
　
　
　
　
㎜

　
　
、

一
一
、

三
、

食
品
衛
生
法
施
行
令
第
五
条
第
一
号
又
は
第
二

号
の
営
業
（
一
般
食
堂
、
外
食
券
食
堂
、
料
理

店
、
す
し
屋
、
そ
ば
屋
、
旅
舘
、
仕
出
屋
、
レ
ス

ト
ラ
ン
、
ヵ
フ
ェ
！
、
バ
ー
、
キ
ャ
バ
レ
ー
等

寄
宿
舎
、
学
校
、
病
院
等
の
施
設
で
飲
食
物
を

調
理
し
供
与
す
る
も
の

食
品
衛
生
法
第
二
十
一
号
の
規
定
に
よ
り
魚
介

類
販
売
業
の
許
可
を
受
け
て
い
る
営
業
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冨
＝
冨
＝
塁
＝
3
一
霊
・
呂
＝
＝
3
監
＝
＝
＝
躍
富
＝
＝
＝
昌
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一
3
ロ
，
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8
8
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葉
い
も
ち
病
、
多
発
の
お
そ
れ

　
　
　
　
　
　
早
期
発
見
防
除
の
励
行
を

　
五
月
中
旬
以
降
の
不
順
な
天
候
で

苗
は
や
わ
ら
か
く
、
伸
過
ぎ
が
目
立

ち
ま
す
。
特
に
畑
苗
代
、
厚
播
の
苗

代
で
は
著
し
く
、
水
沢
、
新
座
で
は

苗
い
も
ち
病
の
発
病
し
た
苗
を
田
植

し
て
「
す
り
こ
み
い
も
ち
」
に
な
り

植
替
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
他
田
植

の
遅
い
地
帯
で
も
散
見
さ
れ
ま
す
か

ら
待
に
い
も
ち
病
の
常
発
地
で
は
田

廻
り
を
よ
く
し
て
、
早
期
発
見
、
早

期
防
除
を
勧
行
し
て
下
さ
い
。

【
防
除
必
行
亭
項
】

①
補
植
苗
を
早
く
終
や
し
、
余
っ
た

　
補
植
苗
は
必
す
処
分
す
る
。

②
チ
ッ
ソ
質
肥
料
の
追
肥
は
行
な
わ

　
な
い
。

③
浅
水
管
理
に
し
て
健
全
な
生
育
を

　
う
な
が
す
こ
と
．

④
越
路
早
生
、
こ
が
ね
も
ち
、
日
本

　
海
越
栄
は
特
に
発
病
し
易
い
か
ら

　
注
意
す
る
．
発
病
し
た
場
合
に
は

　
抜
販
り
土
中
に
埋
め
て
病
気
の
な

　
い
苗
を
補
植
す
る
．

⑤
遅
植
用
の
苗
代
は
完
全
に
消
毒
し

　
て
か
ら
使
用
す
る
。

⑥
発
病
し
た
場
合
に
は
手
遅
れ
に
な

　
ら
な
い
よ
う
速
や
か
に
薬
剤
散
布

　
を
完
全
に
行
な
う
．

イ
、
水
銀
粉
剤
一
〇
〇
ア
ー
ル
当
り

　
　
　
　
，
・
‘
噸
＝
7
・
・
9
．
－
…
噛
，
．
！
二
7
●
■
二
．
齢
≡

★
夏
ま
け
し
や
す
い
時
期
に
な
り
ま

し
た
．
こ
れ
は
、
温
度
や
湿
度
や
気

圧
の
変
化
と
い
う
刺
激
が
、
か
ら
だ

の
働
き
の
調
和
を
乱
す
た
め
で
す
．

　
健
康
な
人
で
も
だ
る
い
時
期
な
の

で
す
か
ら
、
病
人
に
と
っ
て
は
、
つ

ゆ
の
あ
と
の
急
に
照
り
つ
け
る
お
天

気
は
、
な
お
の
こ
と
負
担
に
な
り
ま

す
．
わ
か
り
き
っ
た
こ
と
で
す
が
冨

内
の
風
通
し
を
よ
く
し
、
ま
く
ら
べ

の
整
頓
を
し
て
あ
げ
ま
す
。
扇
風
機

は
直
接
当
て
す
に
、
一
度
壁
に
風
を

当
て
て
か
ら
房
っ
て
く
る
よ
う
に
す

る
と
広
い
範
囲
に
刺
激
の
少
な
い
風

が
き
ま
す
。
ま
た
、
ガ
ラ
ス
の
器
や

コ
ッ
ブ
に
、
野
山
や
庭
の
花
を
一
．
輪

ボ
ッ
カ
リ
浮
か
べ
る
と
、
涼
し
気
な

上
に
と
て
も
き
れ
い
で
す
．

★
水
遊
び
の
季
節
に
な
り
ま
し
た

が
、
水
泳
に
行
か
せ
る
時
は
、
必
す

場
所
と
時
間
と
グ
ル
ー
プ
の
名
前
を

』
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
二
～
三
♂
竺

　
　
水
銀
錠
乳
剤
一
〇
ア
ー
ル
当
り

　
　
　
　
　
　
七
〇
～
一
〇
〇
轟

ロ
、
ブ
ラ
イ
ス
M
粉
剤

　
　
　
一
〇
ア
ー
ル
当
二
～
三
キ
ロ
4

　
　
ブ
ラ
イ
ス
M
水
和
剤

　
一
〇
ア
ー
ル
当
七
〇
～
一
〇
〇
団
W

な
お
二
化
，
・
！
イ
虫
の
蛾
の
発
生
も
多

騨
耀
同
、
斉
防
除
を
付
な
い
ま
一

（
十
日
町
地
区
農
業
改
良
普
及
所
）

か
た
リ
者
に
注
意

　
最
近
社
会
福
祉
事
業
を
巧
み
に
唱

え
で
．
募
金
や
品
物
を
押
売
り
し
て
い

る
者
が
い
る
よ
う
で
す
が
、
こ
う
し

た
位
会
福
祉
事
業
に
対
す
る
募
金
等

は
甫
が
行
な
う
か
又
市
を
経
由
し
な

い
限
り
な
い
わ
け
で
す
か
ら
こ
の
よ
．

う
な
行
為
者
に
は
充
分
ご
注
意
下
さ

い
。
　
　
　
（
社
会
福
祉
事
務
所
）

こ
と
し
の
保
健
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　
集
団
検
診
の
強
化
へ

　
保
健
活
動
強
化
の
要
望
は
年
ご
と
・

に
高
ま
り
つ
＼
あ
り
ま
す
が
、
保
健

行
政
の
中
に
ど
う
い
う
ふ
う
に
お
り

込
ん
で
実
行
し
て
ゆ
く
か
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で

市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
本
年
度
の

目
標
と
し
て
①
活
動
を
実
施
す
る
組

織
の
育
成
を
図
り
、
日
常
生
活
に
結

び
つ
い
た
万
向
へ
の
活
動
を
図
る
。

②
集
団
検
診
（
乳
児
、
幼
児
、
妊
婦

ガ
ン
等
の
成
人
病
、
結
核
検
診
、
寄

生
虫
検
査
等
）
の
徹
底
を
図
り
併
せ

　
・
；
二
7
ー
・
・
．
。
ρ
＝
、
彫
，
・
’
。
二
7
㌧
■
，
．
二
＝
一
甲
－
e
ニ
ニ
7
＝

聞
い
て
お
き
ま
す
．
こ
の
聞
か
れ
る

と
い
う
こ
と
だ
け
で
も
、
午
供
な
り

に
責
任
を
感
じ
て
噺
あ
ま
り
無
鉄
砲

な
こ
と
は
し
な
い
も
の
で
す
。
一
番

い
け
な
い
の
は
、
姿
が
見
え
な
い
か

ら
、
ど
こ
か
へ
行
っ
た
ん
だ
ろ
う
と

い
う
程
度
の
家
庭
の
無
関
心
さ
で

す
。
水
遊
び
に
限
ら
す
登
山
、
ハ
イ

キ
ン
グ
、
歓
薬
街
へ
遊
び
に
、
な
ど

と
い
う
時
で
も
帰
宅
予
定
時
間
は
必

す
聞
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

★
一
方
、
夏
休
み
と
は
い
え
、
受
験

勉
強
や
補
習
授
業
の
た
め
に
、
黙
女

と
机
に
向
か
っ
て
い
る
子
供
も
い
ま

す
．
．
高
校
生
に
で
も
な
れ
ば
、
意
地

も
出
て
く
る
し
、
体
力
も
あ
る
の
で

す
が
、
小
、
中
学
生
で
は
自
分
の
体

力
の
限
界
が
わ
か
ら
な
い
し
、
緊
張

の
た
め
に
精
神
的
に
も
疲
れ
や
す
く

な
っ
て
い
ま
す
．
一
週
に
一
度
ぐ
ら

い
は
、
友
だ
ち
同
志
で
遊
び
に
行
く

て
集
団
指
導
を
強
化
し
保
健
に
つ
い
［

て
の
認
識
の
向
上
を
図
る
・
③
童

世
帯
並
び
に
特
殊
疾
病
に
つ
い
て
は
一

個
別
相
談
個
別
指
導
に
つ
と
め
る
．
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桑
剛
鋤
駈
離
暫
ぴ
雑
塑

．
及
藩
活
動
の
助
長
（
ロ
）
冬
季
一

は
保
健
学
習
の
推
進
、
個
別
健
康
相
一

談
の
実
施
を
そ
れ
ぐ
重
点
と
す
る

　
活
動
目
標
実
施
の

　
た
め
の
市
の
体
制

　
環
境
衛
生
、
公
衆
衛
生
、
国
保
等

．
－
．
二
一
－
『
，
…
』
一
＝
ち
二
．
，
二
一
層
。
響
’
義
一
＝
、
■
…
．
昌
＝
切
一
・
’
三
二
一

よ
う
に
し
む
け
て
や
る
ほ
う
が
、
気

分
転
換
に
な
り
ま
す
．

　
　
，
，
，
…
★
暑
い
か
ら
と
い
っ
て

　
衣

　
　
　
…
｝
裸
は
逆
効
果
。
真
黒
に

日
焼
け
し
て
健
康
そ
う
だ
と
は
い
い

ま
す
が
、
実
際
に
は
シ
ャ
ッ
一
枚
で

も
着
て
い
た
ほ
う
が
健
康
に
よ
い
の

で
す
．
汗
を
吸
い
取
っ
た
り
、
日
光

　
　
、
．
，
ノ
～
ξ

囹囹
　
　
〆
曳
ノ
ヴ
～
ノ
　
　
　
、
ノ
’

の
直
射
か
ら
守
っ
て
く
れ
た
り
し
ま

す
。

　
こ
と
に
赤
ち
ゃ
ん
は
、
暑
い
か
ら

と
裸
に
さ
せ
て
お
く
と
、
か
え
っ
て

ア
セ
モ
が
で
き
ま
す
。
か
ら
だ
も
小

さ
く
、
い
く
ら
も
布
地
が
い
ら
な
い

の
で
す
か
ら
、
ひ
ま
を
み
て
余
分
に

縫
っ
て
お
い
て
や
り
ま
し
ょ
う
．

ぎ
の
よ
う
に
い
た
し
ま
す
。

①
夏
季
は
集
団
検
診
等
の
集
団
業
務

　
の
能
率
化
を
凶
る
た
め
機
動
力
の

　
剰
用
に
つ
と
め
、
平
場
、
へ
き
地

　
な
ど
の
地
域
偏
重
を
さ
け
、
均
衡

　
あ
る
俣
健
サ
ー
ビ
ス
に
つ
と
め
る

よ
う
に
す
る
。

彊
W
酢
懸
簾
縮
駿
一

②
住
民
に
対
し
て
運
絡
や
サ
ー
ビ
ス
“

　
の
低
下
を
来
さ
ぬ
よ
う
定
期
的
、

　
計
画
的
業
務
の
編
成
と
そ
の
周
知

　
の
万
全
を
期
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
へ

　
お
願
い

．
①
現
在
、
他
と
比
ぺ
て
保
健
婦
が
不

　
足
で
あ
り
活
動
面
に
支
障
を
き
た

　
し
が
ち
の
た
め
保
健
婦
へ
の
、
要
請
．

　
は
で
き
る
だ
け
早
目
に
要
求
し
て

　
下
さ
い
。
ご
精
望
に
応
す
る
よ
う

　
最
善
の
努
力
を
い
た
し
ま
す
．

②
六
月
以
降
十
一
月
ま
で
の
間
に
幼

芽
乳
児
妊
婦
穫
ガ
ン

．
灘
欝

．
＝
．
．
』
∈
轡
薗
・
・
⊥
＝
τ
9
・
．
…
一
．
ノ
，
…
て
・
・
9
二
一
マ
’

　
ま
た
、
赤
ち
ゃ
ん
は
、
寝
つ
く
時

な
ど
に
ピ
ッ
シ
ョ
リ
身
、
汗
を
か
い
て

い
ま
す
．
寝
か
せ
る
前
に
、
ガ
ー
ゼ

と
か
薄
地
の
タ
オ
ル
を
背
中
に
当
て

て
や
り
、
眠
っ
て
か
ら
そ
っ
と
抜
き

取
る
よ
う
に
す
る
と
、
わ
ざ
わ
ざ
着

替
え
を
さ
せ
な
く
て
も
す
み
ま
す
．

★
つ
ゆ
あ
け
の
天
気
の
日
に
は
、
押

　
　
　
　
　
　
　
｛
￥
ー
ノ
≧
ノ
ノ
ミ
、
、

七
月
の
し
お
り
翻

　
　
　
　
　
　
　
　
き
ノ
『
～
／
￥

し
入
れ
の
湿
気
を
は
ら
い
、
フ
ト
ン

類
を
ほ
し
ま
し
ょ
う
．
衣
類
、
革
製

品
、
掛
軸
、
書
類
な
ど
、
カ
ビ
の
生

え
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
か
ら
、

半
日
ぐ
ら
い
の
余
裕
を
み
て
、
全
部

手
入
れ
し
て
お
き
ま
す
．

　
　
　
　
…
★
夏
は
と
か
く
食
欲
が

疲
㌧
す
す
み
ま
せ
ん
・
目
先

9
h
…
、
．
噛
p
∈
9
ノ
邑
マ
∵
』
’
寺
9
ノ
毒
、

の
変
わ
っ
た
御
馳
走
を
作
る
の
も
｝

つ
の
手
段
で
す
が
、
毎
日
飲
む
み
そ

し
る
を
お
い
し
く
作
っ
て
み
る
と
、

つ
い
お
代
わ
り
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
、
お
年
寄
り
に
も
子
供
に
喜
ぱ
れ

ま
す
．

　
そ
れ
は
ダ
シ
の
と
り
万
が
大
事
で

す
。
煮
干
し
は
、
細
か
く
し
て
、
水

の
と
き
か
ら
入
れ
て
、
沸
謄
し
た
ら

取
り
出
し
ま
す
．
こ
と
に
煮
年
し
を

い
き
な
り
熱
湯
の
中
に
入
れ
ま
す

と
、
た
ん
臼
質
が
熱
で
か
た
ま
っ

て
、
煮
年
し
の
成
分
が
湯
の
中
に
溶

け
出
さ
な
い
の
で
、
ダ
シ
の
役
目
が

う
す
れ
て
し
ま
い
ま
す
．

　
反
対
に
カ
ッ
オ
ブ
シ
は
、
み
そ
し

る
の
中
の
み
が
や
わ
ら
か
く
な
っ
た

と
き
に
入
れ
て
、
す
ぐ
火
を
止
め
る

よ
う
に
す
る
と
風
味
が
消
え
ま
せ

ん
．
カ
ッ
オ
ブ
シ
の
場
合
は
、
カ
ツ

オ
の
風
味
を
味
わ
う
も
の
で
す
か

等
の
各
種
の
検
診
を
実
施
す
る
予

定
で
す
の
で
も
れ
な
く
検
診
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。原

動
機
付
自
転
車

の
諸
手
纐
唇

原
動
機
付
自
転
車
〔
第
一
種
（
総

一
排
気
量
玉
O
C
C
以
下
）
第
二
種
A

　
（
総
排
気
量
五
一
C
C
～
九
〇
C

『｝
C
）
第
二
種
B
（
総
排
気
量
九
｝
C

｝
C
～
二
一
五
C
C
）
〕
は
年
女
増
加

一
し
て
お
呈
す
が
・
こ
の
諸
手
続

一
（
新
規
申
告
・
廃
竃
告
・
変
審

告
）
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
に
簡
単
に
説

明
い
た
し
ま
す
の
で
、
由
告
手
続
に

ま
ち
が
い
の
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ

い
．

幽

｛
　
な
お
、
諸
手
続
用
紙
に
つ
い
て
は

［㎜
業
者
又
は
税
務
課
に
備
付
け
て
あ
り

一
ま
す
．

　
一
、
新
規
申
止
・

　
新
た
に
原
動
機
付
自
転
車
を
購
入

　㎝
さ
れ
た
方
は
、
納
税
申
告
用
紙
に
記

一
入
、
捺
田
の
上
至
急
申
告
し
て
下
さ

［
い
．

り

一
但
し
、
記
載
に
あ
た
っ
て
は
次
の

一
事
項
を
ま
も
っ
て
下
さ
い
。

『
①
住
所
欄
は
町
名
も
記
入
す
る
こ
と

｝
②
而
内
に
本
籍
を
有
し
て
い
な
い
方

一
は
、
本
籍
も
記
入
す
る
こ
と
．

・
③
同
居
し
て
い
る
方
は
、
同
居
先

コ
。
。
万
」
ま
で
嚢
の
こ
と
・

｛一
④
世
帯
主
以
外
の
所
有
者
は
、
世
帯

萬
の
氏
名
も
記
入
す
る
こ
と
．

一⑤氏
名
欄
は
氏
名
に
ふ
り
が
な
も
記

　
入
す
る
こ
と
。
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僻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
砂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

』
ム
色
晶
■
7
●
○
‘
7

賑
わ
つ
た

　
　
　
市
民
魚
釣
大
会

　
　
本
年
度
の
而
民
魚
釣
大
会
は
去
る

　
六
日
、
大
池
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ

　
の
日
は
梅
雨
空
で
コ
ン
デ
シ
ョ
ン
は
．

　
あ
ま
り
ょ
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
．

　
日
頃
自
慢
の
テ
ン
グ
連
が
、
朝
早
く

　
か
ら
ウ
デ
を
競
い
ま
し
た
．
こ
の
結

　
果
、
神
明
町
の
樋
U
浩
治
さ
ん
が
千

　
八
百
咳
を
釣
り
上
げ
、
見
事
一
位
を

　
獲
得
し
ま
し
た
．
成
績
は
つ
ぎ
の
と

　
ら
、
し
る
の
中
に
成
分
が
溶
け
出
さ

　
な
い
よ
う
に
、
で
き
あ
が
る
間
際
に

　
入
れ
た
ほ
う
が
よ
い
の
で
す
。

　
　
ひ
と
り
当
た
り
の
分
量
は
、
煮
．
干

　
し
な
ら
二
本
、
カ
ッ
オ
ブ
シ
な
ら
一

　
つ
ま
み
ぐ
ら
い
が
普
通
で
す
．

　
　
　
　
　
｝
★
源
し
く
暮
ら
す
た
め

　
㎜
住
一

　
　
：
…
…
－
」
に
フ
ス
マ
や
瞳
子
を
取

　
り
は
す
し
、
ス
ダ
レ
や
カ
ー
テ
ン
に

　
変
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
取
り
は
す
し

　
た
も
の
は
一
か
所
に
取
り
ま
と
め
、

　
秋
に
ま
ご
つ
か
な
い
よ
う
に
し
ま

　
す
。

　
　
暑
い
か
ら
と
戸
締
り
に
わ
ざ
と
手

　
を
抜
い
て
夜
中
に
あ
け
放
し
て
お
く

　
と
、
盗
難
や
凶
悪
犯
に
襲
わ
れ
る
も

　
と
に
な
り
ま
す
。
雨
戸
と
か
、
ガ
ラ

　
ス
戸
の
一
、
二
か
所
に
通
風
沢
を
作

　
っ
て
防
虫
網
を
つ
け
れ
ば
、
そ
れ
が

　
戸
締
り
の
役
目
も
し
て
く
れ
ま
す

　
し
、
涼
し
い
風
が
は
い
っ
て
き
ま
す

一
畠
＝
、
　
9
」
6
二
”
7
ち
・
9
一
二
一
噸
8
7
。
、
昌
7
＝
◎
．

お
り
．

0
樋
口
浩
治
（
神
明
町
）
②
関
口
幸

一
（
稲
荷
町
）
①
根
津
実
（
江
道
）

④
金
高
（
稲
荷
町
）
⑤
丹
羽
冨
蔵

（
西
浦
）
⑥
根
津
征
一
（
田
川
町
）

⑦
池
田
二
郎
（
四
日
町
）
⑧
武
藤
源

作
（
大
池
小
）
⑨
庭
野
敬
二
郎
（
田

川
酊
）
⑩
山
仁
（
昭
和
町
）
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N
N
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N
N
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N
N
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N
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ミ
N
N
N
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N
ミ
N
N
N
N
N
ミ
N
辱

　
　
【
全
般
概
況
】
つ
ゆ
の
入
り
は
六
　
見
込
み
で
す
．

月
上
酊
で
や
＼
皐
目
で
す
が
、
下

旬
の
初
め
頃
に
は
中
休
み
が
現
わ

れ
そ
う
で
す
。
し
か
し
つ
ゆ
の
末

期
に
は
所
に
よ
り
大
雨
の
心
配
が

あ
り
ま
す
。
七

月
中
旬
に
は
つ
　
く
北
陸

ゆ
明
け
と
な
り

そ
の
後
は
晴
天

が
つ
ヤ
く
見
込
み
で
す
が
、
八

月
は
気
温
が
平
年
並
か
多
少
低
目

で
早
冷
の
傾
向
も
見
ら
れ
ま
す
。

な
お
七
、
八
月
に
は
本
土
に
影
響

す
る
台
風
が
一
、
二
個
現
わ
れ
る

、
廃
車
申
告

【
七
月
概
況
】
梅
．
雨
前
線
の
影
響

で
所
に
よ
り
大
雨
の
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
が
中
旬
に
は
つ
ゆ
明
け
と

な
り
夏
型
の
晴
天
が
多
い
で
し
ょ

地
方
〉

三
ケ
月
予
報

　
　
　
　
う
。
気
温
は
月
初
め
は
低
目
の
こ

　
　
　
　
と
が
あ
り
ま
す
が
、
平
均
で
は
平

　
　
　
　
年
並
か
高
目
、
降
水
量
は
平
年
並

　
　
　
　
ま
た
日
照
は
多
少
多
い
見
込
み
で

　
　
　
　
す
。

黙
鍵
難
㎜

く
す
れ
る
目
が
あ
り
ま
し
ょ
う
．
　
〃

と
く
に
下
旬
に
は
蒔
不
嬰
瓢

の
天
候
と
な
り
、
多
纂
の
蕩

　
　
　
　
　
　
向
が
現
わ
れ
る
“

（
去
ハ
～
八
月
）

　
　
　
　
　
　
お
そ
れ
も
あ
り

　
　
　
　
　
　
ま
す
。
月
の
平

　
　
　
　
　
　
均
気
温
は
平
年

並
か
多
少
低
く
、
降
水
量
は
多
目

ま
た
日
照
は
少
な
目
の
見
込
み

で
す
．

　
　
（
新
潟
地
万
気
象
台
発
表
）
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｝　原
動
機
付
自
転
車
を
廃
車
さ
れ
た

方
は
、
速
や
か
に
廃
頭
申
告
用
紙
に

一
記
入
捺
印
し
、
標
識
お
よ
び
原
動
機

付
自
転
車
標
識
交
付
証
明
書
を
持
参

の
う
え
申
告
し
て
下
さ
い
．

薩
碧
記
申
告
が
あ
り
ま
す
と
、

．
税
額
を
更
生
（
修
正
）
し
、
そ
の
月

｝｝
以
降
は
月
割
で
還
付
い
た
し
ま
す
の

マ
蜜
の
雷
が
あ
っ
蒔
は
直

ち
に
申
告
下
さ
い
。

三
、
変
更
申
告

一　原
動
機
付
自
転
車
を
他
の
人
に
売

却
し
た
と
き
（
名
義
変
更
）
ま
た
は

原
動
機
付
自
転
車
の
車
名
、
型
式
、

車
台
番
号
、
総
排
気
量
に
変
更
が
生

一
じ
壽
は
・
た
だ
逢
変
器
醤

冨
器
の
上
、
申
告
下
さ
い
．

ノ、

カ
リ
の
検
査

　
　
　
　
ー
旧
十
日
町

　
取
引
（
売
買
）
叉
は
証
明
用
に
使

っ
て
い
る
ハ
カ
リ
、
ま
す
、
長
さ
計

の
検
査
が
つ
ぎ
の
R
程
に
よ
り
実
施

一され
ま
す
の
で
も
れ
な
く
受
検
さ
れ
■

る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

幕
検
葦
受
笈
く
て
も

　

一
よ
い
ハ
カ
リ
は

一学
校
の
教
材
用
ハ
カ
リ
、
農
家
の
供

一
米
用
試
し
ハ
カ
リ
、
国
鉄
、
郵
便
局

　
一
等
で
使
っ
て
い
る
ハ
カ
リ
、
た
た
み

一一
屋
、
大
工
、
石
工
、
建
具
屋
、
和
洋

華
屋
睡
・
量
等
で
使
つ

一｝
て
い
る
ハ
カ
リ
で
す
．

一
　
ハ
カ
リ
の
定
期
検
査
に
つ
い
て
の

藩
箋
施
し
て
い
ま
す
の
で

一
該
当
看
は
而
商
工
課
に
運
絡
下
さ
い

尚
ハ
カ
リ
を
お
持
ち
の
方
で
受
検
し

な
い
で
取
引
証
明
に
使
い
ま
す
と
罪

一一
則
が
適
用
さ
れ
ま
す
か
象
藍
．

一
、
十
歳
の
心

成
人
式
成
人
の
集
い
か
ら

　
成
人
式
は
市
主
催
行
事
の
中
で
も

一
つ
の
大
き
な
行
事
と
な
っ
た
．
既

に
九
回
も
合
併
以
来
行
わ
れ
て
い

る
。
時
期
は
い
つ
も
五
月
上
旬
で
主

　

㎜
と
し
て
第
百
督
が
目
標
と
な
っ

㎝
て
お
り
、
そ
の
頃
に
は
出
嫁
ぎ
組
も

　竃
か
り
瑠
響
あ
る
．

一
　
一
人
前
の
大
人
と
し
て
正
式
に
社

蒙
ら
受
入
れ
ら
れ
嚢
と
し
て

一
誠
に
意
義
が
深
い
。
丁
度
選
挙
の
初

｝
投
票
も
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

　
式
典
の
風
景
は
実
に
お
花
畑
で
あ

る
。
華
麗
さ
だ
け
で
な
く
そ
の
中
に

獲
得
の
清
純
な
零
囲
気
が
溢
れ
て
い

　
る
．
服
装
に
つ
い
て
は
経
済
的
な
こ

じ

一
と
か
ら
諸
女
の
声
を
承
知
す
る
け
れ

ど
も
一
向
に
変
っ
て
い
な
い
．
そ
れ

ど
こ
ろ
か
三
年
も
五
年
も
前
か
ら
⑯

計量器定期検査施行日程表

1　区　　　　域
本町1丁目上下・本町東西1丁目・本

1町2丁目・本町3丁目・宮下東西・諏
訪町・神明町・水野町・巾若宮町

学校町・田川町・川原町・田中町東

離鵬囎●袋町東西中’西

受付時間査
所
検
場

検査
月日

午前8時30分
　　　～

午後4時

体
舘
市
育

7月

　16日

午前8時30分
　　　～

午後4時

体
舘
市
育

7月

　17日

　

1午前8時30分1昭和町1・2，3・4丁目・関口樋口町加

t　　l　　l賀糸屋町・高田町1，2，3丁’目七軒町

午後4時1杢璽丁旦二醐東西』本町6

午前8時3・分i駅通り櫛・騨∫稲荷町1・2・

　　　1　　β，4丁目・八幡田町・島・江道・猿倉
午後4時　　津池，軽沢．菅沼．大池，赤倉

体
舘
市
育

7月

18泊

体
舘
市
育

7月

　19日

仕
度
と
の
こ
と
、
恐
れ
入
っ
た
お
話

と
思
う
。
式
典
が
終
わ
る
と
親
し
い

グ
ル
ー
プ
で
記
念
写
真
そ
れ
か
ら
同

級
会
と
一
日
が
短
か
く
て
惜
し
い
の

で
あ
る
．
思
う
に
式
典
は
も
っ
と
多

く
の
方
女
か
ら
祝
っ
て
戴
く
よ
う
に

し
て
は
と
思
う
．

　
今
年
は
幸
い
N
H
K
の
春
日
理
事

大
先
輩
を
講
師
と
し
て
「
世
界
の
日

本
」
と
題
し
て
講
演
を
聞
く
事
が
出

来
ま
し
た
。
生
活
記
録
や
作
文
論
交

も
今
ま
で
よ
り
約
二
倍
近
く
応
募
あ

り
、
年
と
と
も
に
盛
ん
と
な
っ
て
い

る
。
会
場
は
実
に
立
派
で
全
く
成
人

式
に
相
応
し
い
市
民
体
育
舘
で
あ

る
．
　
さ
て
今
年
か
ら
成
人
に
な
ろ
う
と

す
る
人
達
に
も
っ
と
そ
の
意
義
を
深

く
身
に
つ
け
て
も
ら
う
方
法
を
考
え

た
の
が
「
成
人
の
集
い
」
で
あ
る
．

一
月
の
十
五
日
頃
は
成
人
学
級
を
開

設
し
て
一
番
終
わ
り
に
式
興
を
と
思

っ
た
の
で
あ
る
が
主
官
で
あ
る
公
民

舘
の
施
設
移
転
の
大
作
業
や
ら
新
任

間
も
な
い
職
員
の
研
修
な
ど
で
思
っ

　
　
こ
　
よ
　
み

　
七
月
は
、
陰
暦
で
「
ふ
つ
き
」
と

い
う
．
奥
義
抄
に
は
「
ふ
み
つ
き

（
七
月
）
織
女
（
た
な
ぱ
た
）
に
か

す
と
て
書
（
ふ
み
）
を
ひ
ら
く
故
に

文
月
（
ふ
み
つ
き
）
と
い
う
」
と
あ

る
。
別
の
説
で
は
、
中
国
で
曝
書

（
書
物
の
虫
年
し
）
を
す
る
行
事
か

ら
こ
の
呼
び
名
が
あ
る
と
も
い
わ
れ

て
い
る
．

㎜
た
よ
う
に
は
行
か
な
か
っ
た
．
従
っ

釜
纂
い
の
機
会
を
つ
く
つ
て

一
み
た
．
参
加
出
来
る
数
に
は
時
期
的

一
に
も
あ
ま
り
期
待
は
し
て
い
な
か
っ

ξ
全
く
予
想
通
り
三
異
少
か
つ

潭
第
面
幽
と
フ
笹
多
ン

　
『
ス
、
バ
ン
ド
、
シ
ル
キ
ー
・
ク
イ
ン

「一
ズ
、
ブ
ル
ー
．
ス
カ
イ
の
演
奏
、
フ

皿
オ
ー
ク
ダ
ン
ス
と
歌
の
指
導
、
歌
は

ギ
夢
リ
ー
・
こ
れ
は
も
っ
毒

集
を
予
想
し
た
が
駄
目
で
あ
づ
た
．

六
十
名
で
は
ー
．
第
二
回
麗
話
し

一
合
い
、
五
分
科
会
を
用
意
し
て
み
た

一
が
最
後
二
分
科
会
に
ま
と
め
て
話
し

隷
藷
疑
鰭
鞠

一
の
関
係
」
に
つ
い
て
成
人
者
の
重

　一
意
見
が
あ
り
②
の
方
は
「
職
藁
や
職

「

場
の
生
活
」
に
つ
い
て
語
ら
れ
た
．

既
に
新
聞
記
事
で
内
容
は
発
表
さ
れ

て
い
る
．
第
三
回
器
講
演
、
県
社
教

主
事
の
俵
谷
正
樹
先
生
で
、
特
に
結

婚
の
問
題
に
つ
い
て
成
人
と
し
て
学

習
を
必
要
と
す
る
こ
と
な
ど
を
強
調

し
て
時
間
の
過
ぎ
る
の
も
忘
れ
て
熱

羅
お
話
し
を
し
て
頂
い
た
．
そ
の

【
纏
罐
騰
鵠
鎗
篠
箭

籠
議
驚
葬

リ
カ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
の
お

話
し
な
ど
来
年
の
集
い
の
良
い
ヒ
ン

ト
と
し
て
傾
聴
さ
せ
ら
れ
た
．

　
以
上
三
回
の
集
い
を
通
し
考
え
て

見
る
と
、
来
年
は
①
一
月
十
五
日
の

成
人
の
日
か
ら
始
め
て
必
要
な
学
習

の
計
画
を
立
て
る
こ
と
②
前
年
と
今

年
の
該
当
者
の
代
表
の
意
見
を
聞
く

機
会
を
つ
く
る
⑧
も
っ
と
酊
中
で
祝

っ
て
あ
げ
る
体
制
を
つ
く
る
④
身
体

的
な
調
査
検
診
な
ど
も
行
っ
て
あ
げ

る
．
な
ど
を
参
考
と
し
て
成
人
の
意

義
を
深
め
る
方
法
を
考
え
て
あ
げ

る
．

潔
盗
い
声
鐸
㎎
“
ノ
監
〉
”
い
い
ー
の
〃
”
“
“
1
麗
馬
8
1
5

　
本
居
宣
長
や
加
茂
翼
淵
な
ど
の
学

者
た
ち
は
、
七
月
は
ち
ょ
う
ど
稲
穂

の
含
む
月
だ
か
ら
、
ふ
く
み
月
で
、

そ
れ
が
ふ
つ
き
と
ち
ぢ
ま
っ
た
も
の

だ
と
い
っ
て
い
る
．

　
西
洋
で
七
月
の
こ
と
を
㍉
三
》
と

蕎
う
が
、
こ
れ
は
、
ロ
↓
の
政
治

家
ジ
ュ
リ
ア
ス
・
シ
ー
ザ
ー
『
三
冒

ロ
O
器
の
胃
が
西
暦
紀
元
前
百
年
の

七
月
十
二
日
に
生
ま
れ
た
の
で
、
彼

の
名
を
と
っ
た
も
の
で
あ
る
．
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